
是
非
は
論
ぜ
ず

も
と
も
と
会
議
は
「
鶴
、

岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
の

方
針
は
決
定
済
で
、
是
非

は
論
ぜ
ず
、
①
義
務
教
育

学
校
、
②
併
設
型
小
学
校

・
中
学
校
、
③
既
存
の
学

校
施
設
の
３
つ
の
う
ち
、

ど
れ
を
選
ぶ
か
と
さ
れ
ま

し
た
。

「

」
「

」

併
設
型
や
既
存

で
は
「
一
貫
教
育
の
効
果

、

」

、

が
得
に
く
い
と
説
明
し

義
務
教
育
学
校
に
意
見
集

約
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

最
大
の
ね
ら
い
は

小
中
一
貫
教
育
導
入
の

説
明
で
使
わ
れ
た
「
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
、

文
科
省
国
立
教
育
政
策
研

究
所
が
「
問
題
の
本
質
や

所
在
を
見
誤
り
、
間
違
っ

た
対
応
を
し
か
ね
ま
せ

ん
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

。
い
ま
し
た
。

し
か
し
会
議
で
は
「
小
、

中
ギ
ャ
ッ
プ
」
や
「
段
差

の
解
消
」
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

市
教
育
委
員
会
の
最
大

の
ね
ら
い
は
、
学
校
の
改

築
費
用
の
節
減
と
、
学
校

維
持
管
理
費
の
大
幅
削
減

に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

議
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

子
ど
も
の
意
見
表
明

藤
島
地
域
の
住
民
は
、

こ
の
地
域
か
ら
小
学
校
も

中
学
校
も
無
く
な
っ
て
、

た
っ
た
一
つ
の
義
務
教
育

学
校
で
良
い
と
望
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
学
生
の
児
童
と
、
青

年
期
前
期
の
中
学
生
が
、

一
つ
の
学
校
で
生
活
を
送

り
た
い
と
願
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

「
私
た
ち
の
こ
と
を
、

私
た
ち
抜
き
に
決
め
な
い

で
欲
し
い
」
と
い
う
、
子

ど
も
の
権
利
で
最
も
大
切

な
意
見
表
明
権
を
抜
き
に

し
て
教
育
委
員
会
は
小

、

「

中
一
貫
教
育
」
あ
り
き
で

走
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
信
濃
町

、

令
和
３
年
２
月

日
に

10

文
科
省
国
立
教
育
政
策
研

究
所
が
主
催
し
た
「
小
中

一
貫
教
育
校
」
の
講
演
会

で
、
成
功
事
例
と
し
て
長

野
県
信
濃
町
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

信
濃
町
（
人
口
約
８
千

人
）
は
、
平
成

（
２
０

24

１
２
）
年
４
月
に
、
５
つ

の
小
学
校
と
１
つ
の
中
学

校
を
合
体
さ
せ
、
町
で
一

つ
と
な
る
小
中
一
貫
校
義
（

務
教
育
学
校
）
を
設
立
し

ま
し
た
。

平
成

年
度
に
「
第
三

30

者
評
価
検
証
委
員
会
」
を

設
置
。
そ
の
報
告
書
を
見

る
と
、
多
く
の
成
果
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
「
困
、

、

難
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
り

自
ら
解
決
し
た
り
す
る
意」

欲
に
欠
け
る
傾
向
が
あ
る

な
ど
、
課
題
も
多
く
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
教
育
格
差

戦
後
日
本
の
教
育
制
度

で
あ
る
６
・
３
・
３
・
４

制
の
単
線
型
か
ら
、
一
部

の
地
域
が
義
務
教
育
の
複

線
型
に
な
れ
ば
、
市
内
に

「

」

、

教
育
格
差
を
つ
く
り

そ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。

小
学
校
を
卒
業
し
て
中、

学
校
へ
進
学
す
る
こ
と
で

児
童
期
か
ら
青
年
前
期
へ

の
「
成
長
の
飛
躍
、
学
校

」

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
や
「

り
直
し
」
が
失
わ
れ
な
い

か
、
大
き
な
心
配
で
す
。

段
差
の
な
い
義
務
教
育

学
校
で
は
な
く
、
普
通
の、

小
学
校
に
入
り
た
け
れ
ば

地
域
か
ら
出
て
い
か
な
け、

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら

「
教
育
の
機
会
均
等
」
の

原
則
に
反
し
ま
す
。
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（月２００円程度）
10月 27人 14,070円
9月 36人 27,790円

ふ
る
さ
と
賛
歌

10

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
葉
山
一
乗
院
に
ま

（

）

つ
わ
る
話

つ
づ
き

一
乗
院
石
碑
建
立
寄
付
帳

（

）

嘉
永
２(

１
８
４
９)

年

一
乗
院
石
碑
建
立
趣
意

書
が
飯
鉢
忠
治
郎
家
現

、

（

・
飯
鉢
藤
夫
家
）
に
あ
る

の
で
、
あ
ら
ま
し
を
述
べ

て
み
る
。

聖
の
教
え
を
諭
し
、
且

さ
と

か

つ
ま
た
私
漢
の
文
章
を
転

読
し
、
地
域
の
人
達
に
文

を
広
め
、
遠
く
に
住
む
人

に
用
談
を
居
な
が
ら
に
し

て
達
す
る
こ
と
の
出
来
る

の
も
、
現
在
の
事
柄
を
調

べ
ら
れ
る
の
も
、
権
大
僧

都
穏
住
霊
の
高
思
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

我
々
は
長
年
の
厚
意
に

謝
し
奉
り
、
亡
き
師
一
周

忌
の
と
き
に
超
恩
の
寸
志

と
し
て
、
石
碑
造
立
の
志

願
を
し
た
け
れ
ど
も
、
微

力
に
し
て
願
い
満
ち
ざ
る

は
嘆
か
わ
し
く
、
徒
に
年。

月
を
過
ぎ
る
の
み
で
あ
る

当
年
２
月
は
３
回
忌
に

な
る
の
で
、
諸
賢
兄
の
志

を
同
じ
く
し
、
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
、
石
碑
造
営
の

御
冥
助
を
乞
い
願
う
も
の

で
あ
る
。

世
話
人

八
色
木
村
忠
次

郎
八
色
木
は
勿
論
、
近
郷

在
住
か
ら
多
額
の
金
品
が

寄
付
さ
れ
て
い
る
。

「
差
出
し
申
し
一
札
」

の
こ
と

要
約
す
る
と
、

、

今
般
私
弟
智
乗
院
こ
と

両
親
並
親
類
相
談
の
上
、

養
子
に
も
ら
い
受
け
、
よ

っ
て
修
業
の
上
勧
進
す
る

た
め
の
納
金
を
先
例
に
し

た
が
い
、
檀
家
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
ご
承
知
下

さ
れ
ま
し
た
。

若
し
今
後
に
於
い
て
万

が
一
親
子
不
和
に
な
り
、、

家
督
不
行
届
き
の
場
合
は

私
共
は
檀
家
の
御
割
合
の

勧
化
金
五
両
貳
歩
を
間
違

い
な
く
御
返
し
も
う
し
ま

す
。後

日
の
た
め
親
類
相
違

な
く
判
を
押
し
て
一
札
後

日
の
た
め
に
印
す
る

天
保

年
辰
７
月

15保
証
加
判
野
左
衛
門

肝
煎

治
左
衛
門
殿

同

惣
三
郎

殿

長
百
姓

衆
中

「
義
務
教
育
学
校
」
基
本
の
報
告
書

止
め
さ
せ
る
運
動
は
こ
れ
か
ら

藤
島
地
域
教
育
振
興
会
議
の
第
７
回
会
議
が

月

日
、
藤
島
庁
舎
で
開
か
れ
、
最
終
報
告

10

17

書
と
し
て

「
小
学
校
・
中
学
校
施
設
一
体
型
の

、

小
中
一
貫
校
（
義
務
教
育
学
校
）
の
整
備
を
基

本
」
と
す
る
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
教
育
委
員
会
主
導
で
、
子
ど
も

た
ち
の
意
見
も
聞
か
ず
に
決
め
た
も
の
で
、
止

め
さ
せ
る
運
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
。



加
藤
鮎
子
こ
ど
も
政
策

担
当
相
が
、

日
に
始
ま

27

っ
た
衆
院
予
算
委
員
会
で。

閣
僚
と
し
て
初
め
て
答
弁

「
子
ど
も
や
子
育
て
当

事
者
の
視
点
で
政
策
を
進

め
る
と
応
じ
、
堅
実
に
こ

な
し
た
」
と
報
道
さ
れ
ま

（

）。

し
た

日
付
山
形
新
聞

28
し
か
し
一
方
で
「
週
刊

、

」

、

新
潮

月

日
号
に
は

10

12

「
加
藤
事
務
所
の
秘
書
が

大
量
退
職

「
秘
書
に
ス

」、

ピ
ー
ド
違
反
を
強
要
」
等

の
記
事
で
「
大
臣
と
し
て

、

」

の
資
質
が
疑
わ
れ
る
素
顔

と
書
か
れ
、
前
途
多
難
で

す
（

）

。
下
・
画
像

令
和
５
年
６
月

日
に

13

閣
議
決
定
し
た
「
こ
ど
も

未
来
戦
略
方
針
」
は
、

「
Ⅰ
．
こ
ど
も
・
子
育
て

政
策
の
基
本
的
考
え
方
」

で
は
、

「
２
０
３
０
年
ま
で
が、

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り

我
が
国
の
持
て
る
力
を
総

動
員
し
、
少
子
化
対
策
と

経
済
成
長
実
現
に
不
退
転

の
決
意
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

」。

「
今
回
の
少
子
化
対
策

で
特
に
重
視
し
て
い
る
の

は
、
若
者
・
子
育
て
世
代

の
所
得
を
伸
ば
さ
な
い
限

り
、
少
子
化
を
反
転
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

を
明
確
に
打
ち
出
し
た
点

に
あ
る

」。

「
次
元
の
異
な
る
少
子

化
対
策
を
推
進
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
若
い
世
代
が

希
望
ど
お
り
結
婚
し
、
希

望
す
る
誰
も
が
こ
ど
も
を

持
ち
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
社
会
、
こ
ど
も

た
ち
が
い
か
な
る
環
境
、

家
庭
状
況
に
あ
っ
て
も
、

分
け
隔
て
な
く
大
切
に
さ

れ
、
育
ま
れ
、
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
図

と
決
定
し
ま
し
た
。

る

」。４月
１
日
新
設
さ
れ
た

「

」

、

こ
ど
も
家
庭
庁
に
は

職
員
が
定
員
４
３
０
人
に

加
え
、
５
年
度

人
増
員

43

、

。

さ
れ
稼
働
し
て
い
ま
す

加
藤
鮎
子
こ
ど
も
政
策

担
当
相
が
や
る
べ
き
こ
と

は
、
明
確
で
す
。

し
岸
田
政
権
は
、
中
国
や

北
朝
鮮
の
動
き
に
危
機
感

を
煽
り
、
米
国
の
兵
器
を

買
い
、
貯
蔵
と
発
射
の
基

地
を
急
い
で
い
る
ん
だ
。

▲
近
年
、
馬
毛
島
と
い
う

ま
げ
し
ま

名
前
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
見

た
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
米

軍
の
空
母
艦
載
機
の
訓
練

場
を
作
っ
た
ん
だ
。
宮
古

島
に
は
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

の
中
隊
を
置
い
た
し
、
南

西
諸
島
と
言
わ
れ
る
小
島

の
基
地
化
が
急
速
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
全
て
中
国

の
太
平
洋
進
出
を
止
め
た

い
ア
メ
リ
カ
の
作
戦
の
為

な
の
だ
ト
。
平
和
の
為
ナ

ン
テ
噓
ヤ
。
何
か
が
あ
れ

ば
最
初
に
狙
わ
れ
る
一
番

危
険
な
所
に
な
る
ん
だ
。

▲
地
元
民
は
、
戦
争
の
準

備
で
は
平
和
は
守
れ
な
い

と
座
り
込
み
。
こ
れ
を
警

察
官
が
、
１
人
を
３
人
で

運
び
出
す
。
そ
の
後
に
自

衛
隊
の
車
が
入
る
ん
だ
。。

こ
れ
全
部
が
日
本
人
だ
よ

悔
し
い
ネ
～
。
そ
し
て
、

地
元
民
以
外
は
人
も
物
も

全
部
税
金
よ
～
。
困
っ
た

。。（

）

日
本
の
政
治
だ

石
川

村
。

８

押
切
邨
則
加
藤
安
與

自
費
で

（
や
す
お
き
）

別
棟
を
新
築
、
御
休
所
や

玉
座
を
つ
く
る
。
川
代
山

に
放
牧
場
造
成
。
現
月
山

高
原
牧
場
の
は
し
り
か
。

（
と
ぎ
：
そ

９

土
宜
方
物

の
土
地
に
あ
っ
た
作
物
。

方
物
（
ほ
う
ぶ
つ
：
そ
の

地
に
産
す
る
も
の
。
同
じ

よ
う
な
意
味
だ
が
碑
文
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
と
も

思
わ
れ
る
。

千
歳
榮
典
（
せ
ん
ざ

10

長
年

い
、
え
い
て
ん
）

に
及
ぶ
名
誉
あ
る
事
。

東
田
川
史
跡
物
語

青
山

崇

『
駐
鑾
之
碑
』
④

の
男
子
が
、
加
藤
勘
右
衙

門
家
の
始
祖
と
な
っ
た
と

い
う
。

５

押
切
邨
則
加
藤
安
與

自
費
で

（
や
す
お
き
）

別
棟
を
新
築
、
御
休
所
や

玉
座
を
つ
く
る
。
ま
た
川

代
山
に
放
牧
場
造
成
。
現。

月
山
高
原
牧
場
の
始
り
か

小
休
所
。

６

見
龍
寺

行
幸
碑
が
あ
る
。
北
館
大

堰
を
開
削
し
た
狩
川
城
主

墓
所
。

は
即
ち
と
同

７

「
則
」

じ
「
す
な
わ
」
ち
。
こ
こ

で
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず

(

〇
〇
村
と
い
え
ば
、
〇
〇

さ
ん)

と
い
う
意
味

は
邨

が
あ
っ
た
が
、
郡
民
は
讙

呼
（
歓
呼
）
し
た
。

千
歳
榮
典
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

後
田
村
開
墾
地

注
記
１

に
は
、
天
皇
は
体
調
が
よ

く
な
く
代
理
と
し
て
能
久。

親
王
が
行
き
写
真
を
提
供

な
お
官
営
富
岡
製
糸
場
に

実
習
生
を
派
遣
。

２

豊
榮
村
日
向
三
右
衙

当
地
の
素
封
家
で
明

門治
後
期
に
子
孫
が
貴
族
院

議
員
。
ま
た
小
学
校
建
設

費
な
ど
社
会
事
業
に
資
金

提
供

小
休
所
。

３

見
龍
寺

行
幸
碑
が
あ
る
。
北
館
大

堰
を
開
削
し
た
狩
川
城
主

墓
所
。

４

新
堀
邨
則
加
藤
勘
右

加
藤
清
正
嫡
男
で

衙
門

丸
岡
に
配
流
さ
れ
た
忠
廣

悔
し
い
政
治

先
日
・
あ
る
九
条
の
会

で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
。
九
条
の
会
は
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
貰
っ
た
大
江

健
三
郎
氏
や
県
出
身
の
作

家
・
井
上
ひ
さ
し
氏
な
ど

９
人
の
呼
び
か
け
で
作
ら

れ
た
会
で
、
憲
法
第
九
条

を
守
れ
、
戦
争
に
向
か
う

事
に
は
反
対
す
る
・
と
い

う
会
。
鶴
岡
市
は
、
藤
島

の
他

程
の
数
。
日
本
全

20

国
に
は
ゴ
マ
ン
と
組
織
さ

れ
、
戦
争
反
対
の
取
り
組。

み
が
行
わ
れ
て
い
る
ん
だ

▲
そ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
岸
田

政
権
が
進
め
て
い
る
戦
争

の
準
備
と
そ
れ
に
反
対
す

る
地
元
の
戦
い
の
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
い
や

～
全
く
驚
き
の
戦
争
準
備

と
、
日
々
の
激
し
い
戦
い

の
記
録
だ
。
現
地
で
の
状

況
を
マ
ス
コ
ミ
は
何
故
知

ら
せ
な
い
ん
だ
ろ
う
か
。

▲
沖
縄
で
は
、
知
事
選
挙

を
始
め
、
何
回
も
の
選
挙

で
県
民
の
意
思
は
十
分
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

（

）、

二
十
五
日
に
は
臨
み

庄
内
藩
士
族
が
開
墾
し
た

後
田
邨
墾
闢
地
（
こ
ん
び

）

、

ゃ
く
ち
：
開
墾
を
視
て

金
五
十
圓
を
賜
い
耕
織
事

（
耕
作
と
絹
織
物
）
を
奨

励
す
る
。

豊
榮
村
日
向
三
右
衙
門

が
捐
眥
（
え
ん
し
：
眥
は

資
と
同
、
資
金
を
寄
付
）

し
、
そ
の
資
金
で
郡
役
所

を
修
繕
し
た
。

特
に
金
五
十
圓
と
物
を

賜
わ
っ
た
。

そ
の
他
駐
輦
所
に
な
っ

た
狩
川
邨
（
村
）
則
見
龍

、

、

寺
横
山
邨
則
菅
原
美
繼

押
切
邨
則
加
藤
安
與
、
新

堀
邨
則
加
藤
勘
右
衙
門
、

余
目
邨
則
佐
藤
善
治
、
廻

館
邨
則
相
馬
繁
之
、
以
上

の
家
は
殖
産
興
業
に
及
び

（
励
み
、
土
宜
方
物
を
供

）

覧
し
た
。

賜
わ
れ
た
金
や
物
に
差

「
不
退
転
の
決
意
」
で
、

少
子
化
対
策
の
成
果
示
せ

（

）

松
が
岡
開
墾
場
蚕
室


